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Abstract 

 
It is known that many university students in Cambodia are simultaneously enrolled in two or more 
bachelor’s degree programs. Characteristics of the students enrolled in multiple universities (MUE) 
were investigated and associations between these characteristics and career interests of the students 
were discussed in this study. In the past two decades, Cambodia has witnessed high economic 
development and the establishment of a number of private universities that have multiplied their 
enrollments. Studies have indicated that a notable number of students are enrolled in multiple 
universities. The current study was designed to obtain new information about this trend, by taking 
differences in the backgrounds of MUE students into consideration, and by using interviews and 
questionnaires, in contrast to previous studies that were mainly based on informal interviews. Results 
indicated (1) MUE students tend to emphasize the choice of faculties than of universities; (2) many 
MUE students do so because of their family wishes; and (3) MUE students’ awareness of finding 
employment is low. Based on these findings, it is concluded that increasing enrolments through MUE 
is not conducive to improving the quality of university education in Cambodia. 
 
Keywords: Cambodia, Higher education, Career interest, and Multiple-university enrollment 
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カンボジアにおける二重学籍の特徴 

―2つの総合大学を事例として― 

 

1. はじめに 

 

 カンボジアをはじめとする東南アジア諸国に

おいては、順調な経済成長の一方で、離職や失業

がしばしば問題視されている。特に、高等教育が

急速な量的拡大を見せているなか、高等教育修

了者の失業が深刻な問題として取り上げられて

いる（e.g., 小口、2012）。そんな中、カンボジア

においては大学生がより良い職を得るための手

段として複数の専攻に所属する「二重学籍」の多

さが指摘されている（e.g., 北村、2012；Sothy, 

Madhur, and Rethy (eds.), 2015）。しかし、二重

学籍の存在自体が指摘される一方、二重学籍の

実態や効用等に関してはほとんど議論されてい

ない。大学卒業等の高学歴取得者が望むような

待遇を備えた雇用先が十分に整備されていない

なか、大学において二つ以上の専攻にまで所属

することは経済的には不合理にも見える。本研

究では、高等教育を修了した人々に対する雇用

先が不十分なカンボジアにおいて、大学に進学

した多くの学生がさらに複数の専攻に所属する

のにはどのような要因があるのかに焦点を当て

る。また、以上を通してカンボジアにおけるキャ

リア教育を向上させるための基礎資料を得るこ

とをねらいとする。 

 大学進学行動に与える要因に関しては、日本

においても上地（2014）や内田（2012）といっ

たレビュー論文が複数刊行されるなど、今日ま

でに多くの研究がなされている。進学行動は個

人の利益を最大化させること目的とする行動と

して経済学的に説明されるのが代表的であるが、

期初教育等と比べて、高等教育は特に投資的な

行動として述べられるものである。しかしなが

ら、こうした簡明で汎用性の高い説明も、発展途

上国における進学状況を議論するための説明と

しては不十分であることは小口（2012）も指摘す

る通りである。小口は、その理由として次のよう

に述べている。国際機関の介入による発展を遂

げている発展途上国では、先進国の資本が安価

な労働力を求めて拡大されているため、高賃金

で雇用吸収力が高い産業は形成されにくい。そ

のため、カンボジアにおける高等教育機関への

進学という投資行動は対価としての「よい仕事」

を得られる見込みが少なく、人的資本論におけ

る経済的合理性という観点からのみでは説明さ

れ難いという（p. 43）。 

 カンボジアにおける二重学籍の意味するとこ

ろとは、先行研究によると次のように説明され

ている。カンボジアの「学生は公立の大学と私立

の大学の 2 つに同時に所属する場合もあれば、

同じ大学の異なるシフトに在籍する場合もある」

（Sothy, Madhur, and Rethy (eds.), 2015：p.37）。

日本においても「ダブル・スクール」は見られる

が、大きく異なる点がある。日本においてしばし

ば見られるのは、大学に通いながら資格取得の

ために通う予備校等や、同様に資格取得等を目

的として通信制の大学等に所属するもの、大学

に通いながら同じ大学の他の部局に副専攻とし

て所属するものがある。カンボジアにおいては、

複数の学位プログラムに所属するが、多くの場

合はその両方が主専攻である。また、その理由に

ついて北村（2012）は具体例を挙げて説明を試み
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ている。「例えば、一般的に大学としての社会的

評価は国立大学の方が高いが、それらの国立大

学の教育プログラムは伝統的な学問領域を主に

カバーしており、職業に直結すると考えられる

実践的な領域（経営管理や IT など）の教育には

それほど力を入れていない。そのため、国立大学

の学生たちが、私立大学でこれらの分野の学位

を取得することによって、国立大学卒業という

社会的評価と私立大学の実践的学位を同時に得

ようとするケース」（p. 162）がしばしば見られ

るという。また、実態に関しては、北村は「少な

く見積もっても四分の一程度、場合によっては

半数近くの学生たちが、複数の学位プログラム

に在籍しているようである」（p. 163）と推測し

ている。また、国際交流基金（2015）も、カンボ

ジアでは政府が奨励していることもあり二重学

籍はよく知られたことものだとしており、北村

（2012）の見積もりは一定程度支持されている

と考えられる。一方で、その割合には地域差が存

在するとの指摘も梅野ほか（2013）などに指摘さ

れている。 

 以上をふまえ、本報告ではカンボジアにおけ

る二重学籍という進路選択行為の特徴を検討す

る。具体的には、カンボジアの首都であるプノン

ペン（Phnon Penh）と、プノンペンから北西に

位 置 す る 地 方 都 市 で あ る バ ッ タ ン バ ン

（Battambang）との二つの都市における二つの

大学において学生に対するインタビュー調査と

アンケート調査とを行ない、学生を取り巻く家

庭や通学に関わる状況や、彼ら自身の就職活動

に対する考え方等を検討する。こうした検討を

通して、カンボジアにおいて経済的には一見不

合理な二重学籍という選択が行なわれる仕組み

やそれによる違い等を考察する。 

 また、本報告の狙いは、今後カンボジア全体に

一般化可能な枠組みで検討を行なうための仮説

生成的な意味合いも持っている。カンボジアの

高等教育に関する多くの調査・研究では、カンボ

ジア全体に一般化可能な枠組みでデザインされ

た研究は少ない。統計的な手続きをとる研究で

は母集団を明示したうえで、ある現象の「多い」

や「少ない」を議論すべきことは言うまでもない

が、人的、金銭的リソースの制約もあり、多くの

研究は首都であるプノンペンや国際空港のある

シェムリアップをフィールドとしている。そう

いう意味で、この「二重学籍」現象も実態が必ず

しも正確に捉えられているとは言い切れないの

も事実である。二重学籍現象は、高等教育修了者

に見合った雇用先という意味では見返りの見込

みが少ない投資であり、貴重な青年期が多忙さ

に追われて受動的なものに終わってしまうとい

う可能性もある。そういった意味でも、カンボジ

ア全体における二重学籍は実態を正確に捉えて

早急に議論されるべき問題である。 

本報告では、カンボジアにおける高等教育の

位置付けを歴史的に概観した後、調査方法や調

査地についてまとめたうえで調査結果を提示す

る。調査の主な部分はアンケートを用いて行な

っており、インタビューを用いて得られた情報

は考察に加味する形で提示する。 

 

2. 研究の背景：カンボジアにおける高等教育

の制度と歴史 

 カンボジアにおける教育の制度は、いわゆる

「6-3-3-4 制」である。6 歳から就学を開始し、初

等教育 6 年間、前期中等教育を 3 年間、後期中等

教育を 3 年間受け、4 年制の大学に通う。また、

TVET と呼ばれる職業訓練学校が存在し、専門的

な技術を身に付ける機会が設けられているが、

TVET の卒業生に対する雇用保障が無くなった
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ことや、新興労働市場におけるニーズとそれま

での TVET でのプログラムとの関連性が低下し

たことにより、1990 年代半ばには一般的な TVET

機関への入学者数が減少したとされる。既に述

べたように高等教育修了者数は年々増加してい

るが、彼らは全体的に見るとまだまだ割合が少

なく、カンボジア国内において貴重な人材にな

ることは容易に推測することができる。しかし

ながら、彼らの受け口が十分に整備されていな

いため、就職後の苛酷さは増す一方である。また、

大学では午前・午後・夜間・土日コースなど 3 か

ら 4 部制がとられていることも多く、これが複

数の大学や学部に所属することを可能にしてい

る側面もある。 

 次に、カンボジアにおける高等教育の歴史を

概観する。カンボジアにおける近代高等教育の

歴史は、多くの先行研究において次のように区

分され、論じられているため、本研究でもある程

度これに依拠して歴史を概観する。詳細は Pit and 

Ford (2004)を参照のこと。その時代区分は概ね次

の通りである、 

第 1 期：フランス保護下時代から 1969 年、 

第 2 期：1970 年から 1979 年のロン・ノル政

権・ポル・ポト政権時代、 

第 3 期：1979 年から 1989 年のカンプチア人

民共和国時代、 

第 4 期：1990 年代以降の復興・開発時代。 

 まずは第 1 期である。近代カンボジアにおけ

る最初の大学が開校されたのはこの時期である。

フランスの植民地支配が終わる数年前、1947 年

に開校されたとされる。その後、カンボジアの国

際的評価向上をねらい高等教育の量的拡大が急

速に進められた 

 その後、第 2 期においてカンボジアの高等教

育は一度壊滅することとなる。戦争やクメール・

ルージュと呼ばれる大量虐殺により、大学生の 9

割以上が命を落とし、教師や知識人も殺害され

たり国外に避難したりした。 

 第 3 期に樹立した親ベトナムのカンプチア人

民共和国では、ソビエト・モデルによって高等教

育機関が再建され、行政に携わる幹部候補生の

育成が目指された。 

 その後、第 4 期の初めには国際機関の介入な

どもあり国家の市場経済への移行・高等教育の

大衆化が進んでいったとされる。また、カンボジ

アは 1999 年に東南アジア諸国連合（ASEAN）に

加盟したが、こうした国際機関との関わりでは、

カンボジア人の教育水準が外国人の想定する水

準にあることが求められ、外国人の専門家や国

際機関の協力に依存して改革が行なわれること

となった。1990 年代の末には一般のカンボジア

人が平和を実感できるようになったとされるが、

1997 年に大学経営への民間資本の導入が認めら

れるようになったのを皮切りに私立大学の数が

急増することとなった。その結果、大学教育にお

いて質の低下が多方面で聞かれるようになった。

たとえば、Kitamura, Umemiya, and Hirosato (2015)

は、大学教育の質について、大学教員の教育活動

と研究活動との観点から議論しているが、文系

学部と理系学部といった部局による教育活動や

研究活動の違いなども指摘されている。 

 以上のように、カンボジアにおける近年の高

等教育は質を管理するシステムのないまま、も

しくは質を犠牲にすることを厭わずに高等教育

への就学率を上げてきたと考えられている。こ

こでの議論において、「教育の質」についてのコ

ンセンサスが得られているとは言い難いものの、

高等教育機関が曖昧な認可プロセスで乱立させ

られていることは事実のようである。また、以上

のような状況下で設立された私立大学を受け皿
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の一つとして行なわれる二重学籍が学生にどの

ような影響を与えるのかについて議論すること

は避けて通ることのできないものである。 

 

3. 研究方法 

3.1 調査概要 

 調査は 2 度にわたって行なわれた。第 1 回調

査は 2015 年 2 月から 3 月にかけてバッタンバン

州における公立の総合大学（以下、BB）にて行

なわれた。滞在期間 9 日間にて調査を実施し、調

査協力者がアンケートについて気軽に質問する

ことができるよう、対面してのアンケート調査

を実施した。その際、カンボジア語と英語とを理

解する通訳の協力を得て調査協力者とのコミュ

ニケーションを図った。また、そのアンケートに

対する回答をもとにして、一人あたり 10 分程度

のインタビューを行なった。サンプリングに関

しては、調査期間が当該大学の春休みに当たる

期間であったため、大学側の助けを得て所属部

局に偏りが生じないように学生を招集した。第 2

回調査は、2015 年 12 月に首都プノンペンにおけ

る王立の総合大学（以下、PP）にて 6 日間の滞在

期間にて行なわれた。第 2 回調査は当該大学の

授業期間であったため、当該大学にて街頭調査

の形で実施した。この調査においても、調査協力

者が気軽に質問することができるよう、対面式

にて実施し、さらにそれをもとにして数分間の

インタビューを行なった。 

 サンプリングに関しては、積極的・消極的複数

の理由からランダムサンプリングやそれに準ず

る抽出法を利用しなかった。最も大きな理由は

積極的なものであるが、本研究が探索的研究の

性格の強いものであることである。調査はカン

ボジア語（クメール語）にて行なわれたが、アン

ケートの翻訳の際に研究者の意図するものにな

っているかを確認する必要があった。また、その

上で必要に応じて訳語の修正を行なった。次に、

消極的な理由としては金銭的なリソースの制約

が挙げられる。上記の方法をランダムサンプリ

ングにて行なう方法も考えられたが、本研究で

はこの点の労力を最小限に留めることを優先し

た。また、大学の選択に関しても今後は私立も含

めて拡大していく必要があるが、本研究では私

立大学は除きパブリック・セクターの運営する

大学のうち 2 校を取り上げた。PP は首都に位置

するカンボジアで最も権威のある大学であり、

BB は地方都市に位置する公立の大学である。な

お、調査協力者は PP が 55 名、BB が 31 名、合

わせて 86 名であった。 

 

3.2. リサーチクエスチョンおよびデータ概要 

本研究の目的は、高等教育を修了した人々に

対する雇用先が不十分なカンボジアにおいて、

どのような学生が 2 つ以上の専攻をもっており、

そうした学生のキャリア意識や卒業後の希望進

路にはどのような特徴があるのかを明らかにす

ることである。以上を明らかにするため、本研究

では以下の 5 つのリサーチクエスチョン（RQ）

を設定した。 

RQ1：どのような学生が二重学籍をする傾向に

あるのか 

RQ1-1：どのような学部の学生に二重学籍が多

いのか 

RQ1-2：二重学籍をする学生の家庭環境にはど

のような特徴があるのか 

RQ2：通学理由は二重学籍の有無でどのように

異なるか 

RQ3：二重学籍をする学生は就職活動について

どのように考える傾向があるのか 

RQ4：キャリア意識は二重学籍の有無でどのよ
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うに異なるか 

RQ5：卒業後の希望進路は二重学籍の有無によ

ってどのように異なるか 

 

データの分析には統計解析環境 R 3.2.3 および

Microsoft Excel 2013 を用いた。また、本研究で用

いた変数の記述統計は Appendix の通りである。 

 

4. 結果 

4.1 どのような学生が二重学籍をする傾向にあ

るのか 

 リサーチクエスチョンに沿って結果を提示す

る。まずは、所属学部による二重学籍の割合であ

る（以下、二重学籍をしている学生を MUE、し

ていない学生を non-MUE と表記する）。図 1 は

調査協力者が所属する学部の内訳である。BB に

おける調査協力者の中には主たる専攻が外国語

学部でありながら二重学籍をしている学生は見

られなかったが、最初に属した専攻を経営学／

観光学部と答えた学生のうち 2 名が外国語学部

にも所属していると答えた。2 つの大学に共通し

て言えることは、両大学ともにいわゆる理系学

部に所属する学生の二重学籍割合はやや低い傾

向にあることである。また、2 つの大学において

異なる点は、外国語系の学部に所属する学生の

傾向である。外国語系の学部に所属する学生に

ついては、PP では MUE が多く、BB では non-

MUE が多い傾向にあった。 

 

 

図 1 調査協力者の所属学部 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理学部 (PP)

人文学／社会学部 (PP)

外国語学部 (PP)

経営学／観光学部 (BB)

社会学／地域開発学部 (BB)

農学／食品加工学部 (BB)

科学技術学部 (BB)

人文教養学／教育学部 (BB)

外国語学部 (BB)

non-MUE MUE
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 次に示すのが、男女比率の差である（図 2）。

図が示す通り男子学生の方が二重学籍をしてい

る割合が高く、χ二乗検定の結果、両者の相違は

5％水準で有意で（p = .038）、中程度前後の効果

量を示した（W = .253）。これは、2 校を総合した

値であるが、学校別でも比率は同様の傾向を示

している。 

 次は、兄弟・姉妹を含むきょうだいの人数の違

いである（図 3）。二重学籍は授業料等の家族の

金銭的な負担が大きなものであり、きょうだい

の人数が多ければたとえ入学しても継続が困難

になることが予想される。分布を見ると、やはり

MUE の方がきょうだいの人数がやや少ない傾向

にあるものの、対応のない t 検定の結果有意差は

検出されず、有意な効果量も検出されなかった。

また、他の家庭環境を示す設問に関しても、本の

所有冊数や文化資本の数にMUEがやや高い傾向

を示したものの有意な違いは検出されなかった。 

次に、両親の学歴の違いについて検討する（図

4、図 5）。設問は単一回答の多肢選択式で、次の

12 個の項目を用いた。「幼稚園（kindergarten）」

「小学校（primary school）」、「中学校（lower 

secondary school ）」、「 高 等 学 校 （ higher 

secondary school）」、「大学（university）」、「大

学院・修士課程（master course）」、「大学院・博

士課程（doctoral course）」、「二重学籍（plural 

bachelors）」、「その他（others）」、「知らない

（don’t know）」。 

 まず、図 4 に示すのが調査協力者の母親の最

終学歴である。両者の相違が最も大きいものと

しては、高卒者の割合である。つまり、二重学籍

をしている学生の母親に高卒者が多く、してい

ない学生の母親に少ない。一方、二重学籍をして

いない学生の母親については小学校や中学校卒

業者の割合が高い。他の校種については、多少の

相違はあるものの大きな違いとは言えないもの

である。全体としては MUE の母親の方がやや高

学歴である傾向があると言える。 

 図 5 は、調査協力者の父親の最終学歴である。

最も大きな相違は、大学院・修士課程修了者の割
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図 3 きょうだいの人数の相違 



Center for Excellence in School Education,  
Graduate School of Education, The University of Tokyo 
Working Paper Series in Young Scholar Training Program No.12 September, 2016 

9 
 

合である。MUE が全校種中最も高い 30.8%であ

ったのに対し、non-MUE では 1 人も存在しな

い。Non-MUE の方が人数が多いことを考えると

これは意味ある相違である可能性が高いと言え

るだろう。一方で、non-MUE が高い割合を示す

のは母親同様に小学校や中学校が最終学歴の父

親である。 

 

 

図 4 調査協力者の母親の最終学歴 

 

図 5 調査協力者の父親の最終学歴 
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4.3 二重学籍をする学生は就職活動についてど

のように考える傾向があるのか 

 次に、就職活動についてどのような考えを持っ

ている学生が二重学籍をする傾向があるのかを

示す（図 6、表１）。就職活動に関する設問は、

先行研究をもとにモデル 1 に示す 9 つを設定し

た。なお、TVET とは先述の通り職業訓練学校の

ことであり、STEM とは、カンボジア政府がカ

ンボジアの技術向上を図るために推進している

もの（Science, Technology, Engineering, and 

Math: STEM）である。これまでの節では、専攻

による違いや親の学歴による違い等が検出され

たが、図 6 では「家族がすすめる」の数値の差異

に着目したい。つまり、親の学歴が高いことや家

族が積極的に進路に意見を述べることが二重学

籍をする傾向を高める要因であることが示唆さ

れる。しかしながら、家族の意向がどれほど強く

ても本当に進学するかどうかは当人に意思に左

右されると考えられる。本人の通学理由が同じで

あると仮定した場合、家族の意向によって二重学

籍をする確率が変わるのかをロジスティック回

帰分析で検討する。 

 ロジスティック回帰分析の結果が表 1 である。

2 つのモデルは二重学籍の有無を予測するもの

である。それぞれの変数について、他の変数の数

値が同じであった場合にどれだけ二重学籍の確

率を高めるのかを検討することができる。モデル

1 が就職に関する変数を全て含んだモデル、モデ

ル 2 は「家族が積極的に進路に口出しをする」と

「就職には出身学部が重要である」との交互作用

項を加えたものである。これにより、「家族が積

極的に進路に口出しをする」の数値の相違によっ

て「就職には出身学部が重要である」の効果がど

れほど変動するかを検討することができる。 

 2 つのモデルを比較したところ、AIC や正解率

を重視しモデル 1 を採用することとした。モデ

ル 2 においては、擬似決定係数等はモデル 1 に

比べて改善しているものの、AIC が高く、交互作

用項の係数にも有意傾向が見られなかったので

採用しないこととした。以下、モデル 1 の分析結

果を提示する。 

 まず、モデル 1 に関して有意傾向が確認され

た係数は表 1 の通り「自分の専門分野を活かせ

る職へのこだわり」、「TVET に対する雇用保障の

撤廃を知っている」、「家族が積極的に進路に口出

しをする」、「就職には出身大学が重要である」、

「就職には出身学部が重要である」の 5 つであ

った。これらの設問のうち、「自分の専門分野を

活かせる職へのこだわり」、「就職には出身大学が

重要である」2 二つの設問に関しては、係数が負

であり、二重学籍をする確率を下げるものである

ことが示唆される。また、二重学籍をする確率の

オッズがそれぞれ何倍であるかを示したのが図

7 である。実線が正の効果を示し、破線が負の効

果を示すものである。他の変数を統制してもなお

「家族が積極的に進路に口出しをする」が二重学

籍に正の効果を持っている。つまり、進路選択に

ついて家族が積極的なことや学生自身がこだわ

りを持っていないことが二重学籍の要因として

浮上した。また、それを統制したうえで、出身学

部の効果が最も大きなものであった。「就職には

出身大学が重要である」の係数が負であることを

考え合わせると、どの大学か
．．．．．

ではなくどの学部か
．．．．．

が重要であると考えている学生が二重学籍をす

る傾向が強いことが示唆される。ただし、調査の

対象はともに権威があるとされる大学であるた

め、この点に関しては調査対象を変更／拡大して

検討する必要がある。 
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表 1 二重学籍の有無を説明する変数 
 モデル 1 モデル 2 
（切片） -2.302 (2.18) -7.87 (6.665) 
自分の専門分野を活かせる職へのこだわり -0.802 (0.477)* -0.738 (0.492) 
STEM が推進されていることを知っている 0.014 (0.263) 0.037 (0.264) 
TVET に対する雇用保障の撤廃を知っている 0.645 (0.298)** 0.624 (0.3)* 
入学前にこの大学のカリキュラムを見た -0.38 (0.296) -0.397 (0.3) 
家族が積極的に進路に口出しをする 0.619 (0.332)* 2.142 (1.719) 
大学生活の満足度 0.405 (0.394) 0.378 (0.392) 
就職には若さが重要である -0.287 (0.444) -0.3 (0.441) 
就職には出身大学が重要である -0.748 (0.444)* -0.706 (0.444) 
就職には出身学部が重要である 1.197 (0.57)** 2.432 (1.5) 
家族が積極的に進路に口出しをする× 
      就職には出身学部が重要である  -0.352 (0.381) 

   
擬似 R2 0.271 0.284 
正解率 75.6 74.4 
Deviance 81.061 80.137 
AIC 101.061 102.137 
-2 対数尤度 -40.53 -40.069 
観測数 78 78 
観測数 78 78 

     注  数値：ロジスティック回帰係数（カッコ内：標準誤差）。 **p<0.05, *p<0.1 
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4.4 キャリア意識は二重学籍の有無でどのよう

に異なるか 

  次に、キャリア意識関連の設問が二重学籍

の有無によってどのように異なるのかを示す。

小野ほか（2008）の尺度をもとに確認的因子分析

を行なったが因子構造は再現されなかったので、

ここでは、参考までにそれぞれの設問に関する

平均値を小野（2008）の因子ごとに確認する。詳

しい設問については Appendix に記載した。「①

選択」については、MUE は概ね高いので、より

良い職業選択をする能力があることが示唆され

る。ただし、「②対処」のうちの主要なものは平

均値が低く、失業や留年に対する対処に対する

自信が低いことが示唆される。また、「③準備」

に関しては、MUE は日常的に就職の準備を心が

けているものの計画的ではないとの自覚がある

ようである。「④情報」に関して、MUE は多忙の

ためか、情報収集に関する意識が低い傾向にあ

る。「⑤資格」については、専門的な職業に就く

ための準備に関して non-MUE の方が高い傾向

を示している（図 8）。 

 
4.5 卒業後の希望進路は二重学籍の有無によっ

てどのように異なるか 

最後に、卒業後の希望進路に関する設問の結

果を示す（図 9）。この設問では、先行研究をも

とに、それぞれの選択肢に対する気持ちの強さ

を 5 段階で尋ねた。平均値に最も大きな相違が

見られたのは、「留学」である。MUE は卒業後に

就職を目指すのではなく、留学や大学院等を希

望する傾向が強いことが明らかになった。一方

で、non-MUE は「公務員」や「就職」に対する

二重学籍 

自分の専門分野を活かせる職へのこだわり 
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気持ちがやや強い傾向にあり、卒業後すぐに就

職する可能性が MUE よりも高いことが示唆さ

れた。また、「起業」に関しては、BB では non-

MUE が高かったが PP では MUE が高かった 

 
5. まとめと考察 

 本研究では、カンボジアの 2 つの総合大学に

おいてどのような学生が 2 つ以上の専攻をもち、

そうした学生のキャリア意識や卒業後の希望進

路にはどのような特徴があるのかを検討した。

ここでは、調査結果の要点をまとめたうえで考

察を加える。 

 先行研究でカンボジアの大学における二重学

籍の多さが指摘されていたが、それに加え、本研

究で新たに着目したのは二重学籍をする特徴、

二重学籍の有無による就職に対する意識の違い

等であった。MUE の特徴（RQ1）としては、2

つの大学によって差はあるもののいわゆる文系 

 

 

図 8 キャリア意識関連の設問の平均値 

 

 
図 9 卒業後の希望進路 
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学部に多く（RQ1-1）、インタビュー調査の結果

から、所属先としては外国語やビジネス関連の

「実用」志向が強いと思われるものが多かった。

性別としては男子学生が多い傾向があった。家

庭環境としては、MUE はきょうだいの人数がや

や少ない傾向や両親の最終学歴がやや高い傾向

があった（RQ1-2）。通学理由（RQ2）に関して

は、MUE は「青春を楽しむ」、「結婚に有利」、

「家族がすすめる」の設問における得点が高く、

職については non-MUE と同等かむしろ低い結

果となった。MUE が必ずしも主体的に専門的知

識を深めたり広げたりしているわけではない傾

向が示唆された。就職（RQ3）に関しては、出身

学部が重要であるという認識が働いているもの

の、やはり MUE は専門分野へのこだわりが小さ

いことや、家族の積極的な干渉が二重学籍をす

る学生の傾向として浮上した。キャリア意識

（RQ4）については、MUE は困難を対処する自

信が少なく、就職のための情報収集や資格取得

に対する意識も non-MUE に比べて低い傾向に

あることが分かった。卒業後の希望進路（RQ5）

については、MUE は大学院進学や海外留学とい

った項目において得点が高く、公務員や就職な

どの就職に関する項目については non-MUE を

下回った。 

 以上より、二重学籍が必ずしも就職に対して

積極的な学生に見られるものではなく、高学歴

で、かつ場合によっては経済的にも豊かな親の

もとで、職に対してあまりこだわりを持たない

学生に見られる現象である可能性が指摘できる。

また、MUE は海外留学や大学院進学を希望する

傾向がやや強いが、二重学籍はそれらとは違っ

た問題を孕んでいると考えられる。本研究で行

なったインタビュー調査でも、二重学籍をして

いる学生がかなり多忙を強いられているという

状況が見られたが、同時に 2 つの学位プログラ

ムを専攻しても、多忙さのあまり深く幅広い学

びが行われているとは言えない場合も少なくな

いと思われる。高い学歴を備え、専門分野を牽引

していくことが期待されるカンボジアの大学生

にとって、二重学籍という柔軟なカリキュラム

が青年期の学びをより高度化するものであるた

めに、今後さらなる議論が必要になることは言

うまでもないだろう。 

 また、二重学籍は、文系学部のうち外国語やビ

ジネス関連の学部を含むものである場合が多い

と考えられる。カンボジアの観光地に限った研

究であるが、外国語力が収入や就業機会を上げ

るとする研究（e.g., Lwin and Morrow, 2013）も

あり、この結果は一定程度は合理的なものとも

考えられる。しかしながら、MUE は将来の確固

としたキャリア意識を持ってなされたものでは

ない場合もあり、失業に至ってしまうという可

能性も孕んでいる。Hemelt (2009) が二重学籍

と収入との関係について言及しているが、カン

ボジアの二重学籍については、それに見合った

職が十分に開かれていないという点などからや

や経済的合理性に欠けるものであり、キャリア

教育の点からも今後の議論が重要なテーマであ

る。収入という意味では、貧困からの脱却という

可能性を子どもに託した親の存在が連想される

が、二重学籍と失業や収入の関係について今後

さらなる研究を行ない、自由で豊かな学びがで

きるはずの人生において非常に大切な時間をど

のようにして有意義なものにするか、注意や議

論を喚起していきたい。 
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Appendix 

変数 M SD 尖度 歪度 最

小 
最

大 
n 

きょうだいの人数 3.23 2.06 0.09 0.83 0 8 77 
        
通学理由        
教養や視野の拡大（C1_2_1） 3.89 1.04 0.19 -0.83 1 5 74 
立派な人格形成（C1_2_2） 4.01 1.00 -0.62 -0.68 2 5 76 
専門知識，技術の修得（C1_2_3） 4.27 0.83 0.51 -1.01 2 5 71 
学問研究（C1_2_4） 3.91 0.89 -0.38 -0.52 2 5 74 
就職に有利（C1_2_5） 4.37 0.79 1.46 -1.29 2 5 73 
就職に必要な勉強をする（C1_2_6） 3.97 1.15 0.75 -1.13 1 5 77 
将来の安定した生活（C1_2_7） 4.05 1.06 0.63 -1.11 1 5 74 
結婚に有利（C1_2_8） 3.37 1.30 -0.80 -0.41 1 5 73 
青春を楽しむ（C1_2_9） 3.66 1.22 -0.16 -0.67 1 5 74 
課外活動に励む（C1_2_10） 3.81 1.05 0.40 -0.84 1 5 75 
皆が行くから（C1_2_11） 2.65 1.35 -1.12 0.21 1 5 72 
家族がすすめる（C1_2_12） 3.01 1.36 -1.12 -0.19 1 5 74 
先生がすすめる（C1_2_13） 3.03 1.32 -1.16 -0.20 1 5 72 
        
就職        
自分の専門分野を活かせる職へのこだわり（D1） 3.94 0.77 -0.88 -0.06 2 5 84 
STEM が推進されていることを知っている（D5） 2.44 1.26 -1.24 0.26 1 5 82 
TVET に対する雇用保障の撤廃を知っている（D7） 1.99 1.14 -0.06 0.90 1 5 82 
入学前にこの大学のカリキュラムを見た（D8） 3.33 1.18 -0.38 -0.49 1 5 82 
家族が積極的に進路に口出しをする（D9） 3.57 1.04 0.10 -0.67 1 5 82 
大学生活の満足度（D10） 3.95 0.87 0.38 -0.59 1 5 83 
就職には若さが重要である（D11） 4.12 0.77 -0.18 -0.54 2 5 83 
就職には出身大学が重要である（D12） 4.17 0.88 -0.24 -0.78 2 5 83 
就職には出身学部が重要である（D13） 4.13 0.85 -0.83 -0.50 2 5 83 
        
キャリア意識        
自分の趣味・能力に合うと思われる職業を選ぶこと

（B8_1） 
3.58 1.01 -0.41 -0.41 1 5 50 

自分の理想の仕事を思い浮かべること（B8_2） 3.77 0.83 -0.09 -0.47 2 5 48 
自分の才能を、最も活かせると思う職業的分野を決め

ること（B8_3） 
3.54 0.92 0.02 -0.20 1 5 52 

自分の望むライフスタイルに合った職業を探すこと

（B8_4） 
3.33 1.08 -0.66 -0.12 1 5 52 

将来どのような生活をしたいか、はっきりさせること

（B8_5） 
3.65 0.88 -0.63 -0.13 2 5 52 

自分の将来設計にあった職業を探すこと（B8_6） 3.44 1.13 -0.76 -0.24 1 5 50 
自分が従事したい職業の仕事内容を知ること（B8_7） 3.83 0.97 0.44 -0.80 1 5 48 
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もし望んでいた職業に就けなかった場合、それにうま

く対処すること（B8_8） 
3.56 1.11 -0.56 -0.37 1 5 52 

望んでいた職業が、自分の考えていたものと異なって

いた場合、もう一度検討し直すこと（B8_9） 
3.56 0.90 0.29 -0.29 1 5 48 

何かの理由で卒業を延期しなければならなくなった場

合、それに対処すること（B8_10） 
3.33 1.00 0.15 -0.35 1 5 52 

就職時の面接でうまく対処すること（B8_11） 3.29 0.96 -0.49 -0.06 1 5 52 
欲求不満を感じても、自分の勉強または仕事の成就ま

で粘り続けること（B8_12） 
3.45 1.10 -0.66 -0.43 1 5 51 

就職への準備を生活の中で重視している（B8_13） 3.31 1.22 -0.85 -0.16 1 5 51 
将来のために、在学中にやっておくべきことの計画を

立てること（B8_14） 
3.20 1.03 -0.56 -0.07 1 5 50 

5 年先の目標を設定し、それに従って計画を立てるこ

と（B8_15） 
3.56 1.02 0.00 -0.39 1 5 52 

自分の職業選択に必要な情報を得るために、新聞・テ

レビなどのマスメディアを利用すること（B8_16） 
3.82 0.85 -1.19 0.15 2 5 50 

今年の雇用傾向について、ある程度の見通しを持つこ

と（B8_17） 
3.60 1.05 -0.20 -0.37 1 5 52 

社会で起きている出来事について自分なりに調べてい

る（B8_18） 
3.46 1.00 -0.99 0.17 2 5 52 

学校の就職係や職業安定所を探し、利用すること

（B8_19） 
3.22 1.04 -0.82 0.11 1 5 50 

専門職に着くために資格試験の準備をしている

（B8_20） 
3.37 1.00 0.30 -0.45 1 5 51 

卒業後さらに、大学、大学院や専門学校に行くことが

必要なのかどうか決定すること（B8_21） 
3.31 0.97 -0.17 -0.41 1 5 51 

本当に好きな職業に進むために、両親と話し合いをす

ること（B8_22） 
3.88 0.96 -0.98 -0.31 2 5 52 

        
卒業後の進路        
大学院（D16_2_1） 3.70 1.13 0.00 -0.76 1 5 69 
留学（D16_2_2） 3.76 1.14 -0.46 -0.63 1 5 82 
他大学・他学部（D16_2_3） 3.41 1.20 -0.56 -0.46 1 5 76 
専門学校（D16_2_4） 3.09 1.19 -0.78 -0.36 1 5 79 
公務員（D16_2_5） 3.53 1.30 -1.00 -0.41 1 5 81 
就職（D16_2_6） 3.31 1.19 -0.62 -0.40 1 5 81 
起業（D16_2_7） 3.12 1.39 -1.16 -0.17 1 5 81 
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